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層（<-30 分；平均変化量 30.7 分）あるいは増加した層（≥30 分；平均変化量
32.7 分）で有意に大きかった（ともに P<0.0001）。同様の傾向は前観察期の













































  なお、本学位授与申請者は、平成 25 年 7 月 1 日実施の論文内容とそれに
関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
